
信頼の経営 （顧客の期待を裏切らない）

Ａ：高品質な製品・サービス Ｂ：価格のリーゾナブルさ

高い技術開発力

Ｃ：ニーズ対応の柔軟さ

基盤としての「組織力」 （欧米型組織とは異なる柔構造性・労使の一体性）

民族の単一性／近似した生活と価値感 島国ゆえの「平穏さの持続」

「長期的な関係を前提とする協調と協働の社会」の形成 （「和」の思想／「結」の伝統）

ゲマインシャフトとしての色彩が強い「日本型組織」の成立 （大家族的な組織⇒強い一体感）近代以降

前近代

農村共同体の成立

強い顧客志向強い改善志向／高い改善能力 強い現場主義

起点となるもの

異文化への憧憬と能動的受容

欧米技術の能動的導入

庶民教育（読み・書き・算盤）の普及

近代以降

近世（江戸）

起点となるもの

教育制度（産業に資する人材の育成システム）の整備

島国（文明からの隔絶）

近世以前

日本固有の科学と

技術の進化・蓄積

日本的道徳観・美意識の成立

長く続く「稠密なコミュニティ」

「長期的な互恵関係」の重視

「日本的職業倫理」の形成と浸透（「道」の意識・質素倹約・三方よしなど）

仏教・儒教の伝来と浸透

■日本企業のアイデンティティの形成プロセスに関する仮説メモ


